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１．研究計画の概要 
本研究は、医療における有害事象の発生に

よって投入された医療費または資源にどの
程度の増加・変動が生じたかを把握するとと
もに、回避可能であったと考えられた有害事
象に着目してその防止のために必要となる
資源または費用を推定することで、事故防止
と医療の質保証のために投入されるべきコ
ストのあり方を検討することが目的である。
そのために、現在の病院医療において、医療
安全確保のために人的・物的資源がどの程度
投入されているかの現況を把握することが
基本的な課題である。 
 
２．研究の進捗状況 
まず、これまでに蓄積された事故事例を分

類・区分し、その種別と重症度などについて
取りまとめるとともに、頻度が高く医療費へ
の影響が大きい有害事象の種別、あるいは資
源投入量の多い分野を選定し、手術を含む治
療・処置、および転倒・転落等の療養の世話
を中心に分析を進めることとした。また、有
害事象発生事例の医療費分析などに理解と
協力の得られる病院 16 施設の医療安全管理
責任者の参加を得て、医療安全の専門家を加
えた研究協力者会議を組織して、調査研究の
体制の整備を行った。 
次に、16 病院を対象に医療安全確保のため

に投入されている人的・物的資源の現状を把
握するための調査を実施し、リスクマネジャ
ーの配置や医療安全管理委員会等の開催、あ
るいは医療安全に向けた研修会の実施など
に伴う人件費と、安全に配慮した薬剤を使用
した場合の費用の増加、感染管理のためのデ
ィスポ材料、転倒・転落を防止するための用

具・設備のための費用、感染性廃棄物処理費
用等もデータを入手した。 

これらの調査結果を分析する過程で、専従
医療安全管理者の配置や医療安全委員会の
開催等の人的資源の投入状況は安定したデ
ータが入手できるが、安全に配慮された医薬
品の使用や事故防止のための用具・備品・設
備の導入に関する単年度のデータは信頼性
の観点から制約が大きいことが明らかとな
った。そこで、人的資源の投入状況について
より多くの病院を対象に調査する必要があ
ると考え、専従者・管理者等の安全関連の直
接業務のみならず、医師・看護師等の医療従
事者が医療安全確保のために委員会出席や
研修会参加などで費やされた機会費用を把
握する方法を検討した。これらの人的資源の
投入に関する調査は、全国の 1,600 病院を対
象に実施され、現在回収中である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由： 
回避可能であったと考えられた有害事象

の防止のために必要となる資源または費用
を分析する過程で、事故防止には日常的な病
院の組織的な予防活動が基本であることが
認識された。事故防止と医療の質保証のため
に投入されるべきコストのあり方を議論す
るには、わが国の病院医療における資源投入
状況を把握することが基本であることが認
識された。平成 20 年度に実施された 1,600
病院を対象とした人的資源の投入状況に関
する大規模調査の実施はこのような考え方
に基づくが、現状を有効に把握するための調
査票の設計に多くの時間が割かれた。調査は



実施されて現在回収中であるが、約 50％の回
収が見込まれている。医療安全のためのコス
トの分析は概念の整理や、事例の収集・分析
と事後の扱いなどにおいて困難な課題に直
面し、研究作業の進捗は必ずしも円滑ではな
かったが、上記の大規模調査の分析も踏まえ
て最終的な成果を出したいと考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
研究協力病院 16 施設からの詳細な医療安

全のための費用データは貴重であり、さらに
解析を進めることとし、それを受けた大規模
調査の結果を分析することが今後の課題と
なる。わが国の医療における安全確保のため
の資源投入の現状が明らかとなれば、今後の
医療安全に向けた施策にも有効であり、多く
の病院にとっても予算編成や事故防止活動
において参照される成果となることが期待
される。 

一方、医薬品や医療材料の安全な使用のた
めに、バーコードやＩＣタグによるトレーサ
ビリティを確保した運用が有効であること
が認識されつつあり、医療現場での適用が求
められている。運用のための費用と得られる
効果についての検討は本研究のテーマに適
合するので、個別課題として検討に着手した。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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